






















（その四） 

工場又は事 

業場の名称 
タカラスタンダード株式会社 
千葉第一工場 

 
 
（３）自主的取組実績の評価 
 ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 
 

 
評価 

計画年度の属する年度 

平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度以降 

 
Ａ 目標年度の目標達成に向

けて順調に進んでいる。 削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成でき
た。 

 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に向
けて概ね順調に進んでい
る（一部に課題がある。）。 

削減目標を概ね達成できた
（一部に課題がある。）。 

計画年度の目標を概ね達成
できた（一部に課題がある
。）。 

 
Ｃ 目標年度の目標の達成に

困難な課題がある。 
削減目標の達成に困難な課
題がある。 

計画年度の目標の達成に困
難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 
 

 イ 課題と対策 

コロナの影響もあり、生産数が対前年83％と減少した。それに伴い、 

使用量、排出量 共に減少となった。使用量：対前年93％、排出量：対前年68％ 

しかし、生産品の異物不良増加に伴い、洗浄・清掃の徹底を継続している関係で 

使用量は生産数ほどは減少していない。 

また、計画削減率が0又は負の場合の評価基準により評価すると、 

評価結果はCとなるため、洗浄回数の見直しにより使用量・排出量を削減する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。 
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